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要　旨
　2022 年度カリキュラムで新設した「地域包括ケア探索実習」において、チーム活動による
実習前後の学生の協同作業に対する認識と日常生活スキルの変化について、協同作業認識尺度

と日常生活スキル尺度（大学生版）を用いてアンケート調査を実施した。協同作業認識尺度の

仲間と共に作業することによる有効性を示す【協同効用】は有意に上昇し、仲間との協同を回

避し一人での作業を好む【個人志向】と、協同作業から得られる恩恵は人によって異なること

を示す【互恵懸念】は有意に低下した結果から、実習前後で学生の協同作業に対する認識の向

上が認められた。また、日常生活スキル尺度（大学生版）では８因子中、【前向きな思考】以

外の７因子が有意に上昇した結果から、実習前後で学生の日常生活スキルの向上が認められた。

特に、0.5 ポイント以上上昇を認めた因子は、対人スキルである【リーダーシップ】、個人的ス
キルである【計画性】と【情報要約力】であった。「地域包括ケア探索実習」の前後で、学生の

協同作業に対する認識と日常生活スキルが向上した背景に、実習構成における課題解決型のチー

ム活動が影響したと示唆される。
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天堂大学保健看護学部もカリキュラムを改定し、臨地

実習を再編して「地域包括ケア探索実習」を１年前期

に新設した。「地域包括ケア探索実習」は、看護の対

象である地域で生活する人びとと環境、人びとを支え

る保健医療福祉分野での看護職者の活動について理解

することを目的とした。この目的達成のために課題解

決型の実習構成とし、日々の実習はチーム活動により

展開した。

　チームとは、ある目的のために協力して行動する集

まりであり、チーム活動とは、１人では解決できない

問題を解決する、１人ではつくれない変化を生み出す

ための活動である2）。これに対し、グループとは単な

る集団をいい、チームとの違いは達成すべき共通の目

的があるか否かである。グループ活動ではなくチーム

活動と表現することで、仲間とともに課題を解決し皆

でつくり上げる実習であると学生の自覚を促した。ま

た、チーム活動は協同作業であり、協同とは、同じ目

的のために複数の個人がともに心と力を合わせ助け

合って仕事をすることいい3）、協同作業とは、協同を

具現化する行為に重きを置いた概念である4）。協同作

業認識尺度の開発者である長濱は、「相対的に協同作

業に否定的な認識をもつ高校生を受け入れ、大学教育

に適応させるためには、学生の協同作業に対する認識

を高める働きかけが必要で、これは、大学における初

年次教育が解決すべき中心的な課題の一つである」と

提言している5）。そこで、入学間もない学生の協同作

業に対する認識を高めることを目的として、地域包括

ケア探索実習をチーム活動により展開することとした。

　また、協同的なグループ活動による学びの効果とし

て社会的スキルの学習効果が示されている6）。この社

会的スキルを含む日常生活スキル（Daily Life Skills）

について世界保健機関（World Health Organization : 

WHO）は、「ライフスキルとは、日常的に起こる様々

な問題や要求に対して、より建設的かつ効果的に対処

図１ 地域包括ケア探索実習の概念図
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するためのスキル」と定義し、1994 年各国の学校の

教育課程にライフスキルの修得を導入することを提唱

している7）。この日常生活スキルは、チーム活動によ

り課題解決を課している「地域包括ケア探索実習」に

おいて、学生がチーム活動を展開するために必要とさ

れるスキルでもある。

　そこで第２報では、「地域包括ケア探索実習」のチー

ム活動により、実習の前後で、学生の協同作業に対す

る認識と日常生活スキルがどのように変化したかを報

告する。協同作業に対する認識の変化は協同作業認識

尺度4）を用い、日常生活スキルの変化は日常生活スキ

ル尺度（大学生版）8）を用いてアンケート調査を実施

した。

Ⅱ．用語の操作的定義

　本研究におけるチーム活動とは、１人では解決でき

ない問題を解決する、１人ではつくれない変化を生

み出すための活動をいう2）。「地域包括ケア探索実習」

における地域包括ケアとは、あらゆるライフステージ・

健康レベルの人びとの暮らしを地域で支えるためのケ

アをいう9）。

Ⅲ．実習概要（図１）

１．実習目的および実習目標（表１）

　実習目的、実習目標、行動目標を表１に示す。

表１ 実習目的・実習目標および行動目標
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２．実習内容（表２）

　実習内容を表２に示す。実習方法は実習目的、実習

目標を達成するため、日々、実習課題を提示しチーム

活動により解決する課題解決型の実習とした。実習期

間は 12 日間とし、実習時間は１日５コマ 10 時間と

設定した。

３．実習のチーム編成とチーム活動を促進する工夫

　チーム編成は、１年次生 134 名を学籍番号順に１

チーム６～７名配置した。チーム活動を促進する工夫

として、実習期間を通してチーム目標を設定した。ま

た、チーム内での役割分担としてチームリーダー、サブ

リーダー、時間管理係、連絡係、記録係、物品係のい

ずれかを担うこととした。日々の実習では、午前・午

後に提示された課題を解決するためチームで協同作業

を行い、午前・午後ともに終了時に各自の振り返り→

チームでの共有→学年全体での共有を行った。

４．実習場所 

　本学部のある静岡県三島市を５地区に分けて地域探

索を行った。５地区は介護保険制度における地域包括

支援センター10）の担当地区とした。地域包括支援セン

表２ 実習内容
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ターは、地域包括ケアシステムにおける要となる機関

である。保健医療福祉機関探索およびインタビュー調

査は、高度急性期病院、訪問看護ステーション、保健

センター、企業、教育機関、保育所、特別支援学校、

地域包括支援センター、高齢者介護施設、居宅介護支

援事業所とした。

Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン

　自記式質問紙アンケート調査の結果について量的記

述的に分析した。

２．対象者

　順天堂大学保健看護学部 2022 年度１年次生 134

名を対象とした。

３．データ収集方法

　実習初日と実習最終日に、学習支援システムを活用

したWebアンケート調査を実施した。協同作業認識

尺度をリッカートスケール５件法により、日常生活ス

キル尺度（大学生版）をリッカートスケール４件法に

より行った。なお、両尺度ともに、開発者に使用承諾

を得て調査を実施した。

４．調査内容

１）協同作業認識尺度

　協同作業認識尺度は、長濱らが開発した協同作業の

認識を測定する３因子 18項目で構成された尺度であ

る。尺度の開発者である長濱は、学習環境を整えて

も、そこに参加する学生が自他の利益のために心と力

を合わせ、助け合おうという協同作業をどのように認

識しているかにより、協同学習の効果は著しく異なる

と指摘している4）。そこで、入学間もない学生が、実

習において体験する協同作業、すなわちチーム活動に

対する認識が実習の前後でどのように変化したかを調

査することとした。尺度の第１因子【協同効用】は仲

間と共に作業することによる有効性を示す因子、第２

因子【個人志向】は仲間との協同を回避し一人での作

業を好む因子、第３因子【互恵懸念】は協同作業から

得られる恩恵は人によって異なることを示す因子であ

る。また、協同作業認識尺度３因子の信頼性は、クロ

ンバックの α係数が .64 ～ .84 でありおおむね満足で

きるものである。

２）日常生活スキル尺度（大学生版）

　日常生活スキル尺度（大学生版）は、島本らが開発

した社会的スキルを内包するライフスキルを多面的

に測定できる８因子 24項目で構成された多次元の尺

度8）である。この尺度は主に個人場面で展開されるス

キルを表す個人的スキル（計画性、情報要約力、自尊心、

前向きな思考）と、主に対人場面で展開されるスキル

を表す対人スキル（親和性、リーダーシップ、感受性、

対人マナー）という２つに大きく分類される。第１因

子【親和性】は友人たちと親密な関係を形成・維持す

るスキル、第２因子【リーダーシップ】は自分が属す

る集団内での活動に積極的にかかわっていこうとする

スキル、第３因子【計画性】は時間的展望と物事の優

先順位を考慮した先見的なスキル、第４因子【感受性】

は相手の気持ちへ感情移入するスキルである。第５因

子【情報要約力】は情報を扱うスキル、第６因子【自

尊心】は現在のありのままの自分を肯定的にとらえる

ことができるスキル、第７因子【前向きな思考】は落

ち込んだときや失敗したとき、困難に遭遇したときで

も前向きに考えるスキル、第８因子【対人マナー】は

相手に対して好ましくない印象を与えないよう意識

されたスキルである。また、日常生活スキル尺度（大

学生版）８因子の信頼性は、クロンバックの α係数が

.63 ～ .87 でありおおむね満足できるものである。日

常生活スキル尺度（大学生版）を使用した先行研究で

は、看護学科１年次生のコミュニケーション・スキル

の向上に日常生活スキルの「情報要約力」および「計
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画性」の充実が示唆されている11）。そこで、実習のチー

ム活動により、日常生活スキルが実習の前後でどのよ

うに変化したを調査することとした。

５．データ分析方法

　協同作業認識尺度、日常生活スキル尺度（大学生版）

ともに、実習初日と実習最終日との因子別平均得点

の変化と、項目別平均得点の変化について、wilcoxon

の符号付き順位検定を行った。統計解析は IBM SPSS 

Statistics Ver. 26.0にて行い、有意水準５%未満とした。

Ⅴ．倫理的配慮

　順天堂大学保健看護学部の学部長に研究の同意を得

た後、対象学生には実習オリエンテーションにて口頭

と文書で研究目的、方法、倫理的配慮、調査への回答

は成績や今後の学生生活に一切影響しないことを説明

した。研究協力は自由意思であり同意しない場合は回

答しなくてよいこと、研究の説明、データの回収、デー

タの分析はそれぞれ別の教員が行い、個人は特定され

ないことを説明して強制力が働かないよう配慮し、任

意性と匿名性を保障した。具体的な方法は、実習開始

前と実習終了後にアンケートを配信し、回答をもって

同意とみなした。なお、本研究は順天堂大学保健看護

学部研究等倫理審査会の承認を得て実施した（順保倫

第 3-08 号）。

Ⅵ．結　果

　アンケート調査は、134 名中 132 名から回答を得

た（回答率 98.5%）。そのうち実習前後で欠損値のな

い回答は、協同作業認識尺度では 123 名（有効回答

率 91.3%）、日常生活スキル尺度（大学生版）では

125 名（有効回答率 93.3%）の回答を分析対象とした。

１．協同作業認識尺度の結果

　因子別平均得点を実習初日と実習最終日で比較する

と、【協同効用】は 38.4 ± 5.0 点から 42.1 ± 4.3 点

へ有意に上昇した。【個人志向】は 15.8 ± 3.8 点か

ら12.6± 4.0点へ有意に低下した。【互恵懸念】は5.5

± 2.0 点から 4.7 ± 1.9 点へ有意に低下した（表３）。

　項目別平均得点を実習初日と実習最終日で比較する

と、【協同効用】の下位項目では９項目全てが有意に

上昇した。特に 0.5 ポイント以上上昇した項目は、「協

同することで、優秀な人はより優秀な成績を得るこ

とができる」「個性は多彩な人間関係の中で築かれて

いく」「グループのために自分の力（才能や技能）を

使うのは楽しい」「能力が高くない人たちでも団結す

れば良い結果を出せる」であった。【個人志向】の下

位項目では６項目全てが有意に低下した。特に 0.5 ポ

イント以上低下した項目は、「みんなで一緒に作業す

ると、自分の思うようにできない」「失敗した時に連

帯責任を問われるくらいなら、一人でやる方がよい」

「みんなで話し合っていると時間がかかる」「グループ

でやると必ず手抜きをする人がいる」であった。【互

恵懸念】の下位項目では３項目全てが有意に低下した。

他の因子と比べて 0.5 ポイント以上変化した項目はな

かった（表４）。

２．日常生活スキル尺度（大学生版）の結果

　因子別平均得点を実習初日と実習最終日で比較する

と、８因子中７因子が有意に上昇した。【親和性】は9.5

± 1.8 点から 10.3 ± 1.7 点、【リーダーシップ】は 7.7

± 1.8 点から 9.1 ± 2.0 点、【計画性】は 7.9 ± 1.9

点から 9.6 ± 1.9 点、【感受性】は 9.9 ± 1.7 点から

10.5 ± 1.4 点、【情報要約力】は 8.2 ± 1.6 点から 9.8

± 1.6 点、【自尊心】は 8.1 ± 1.7 点から 9.0 ± 1.8 点、

【対人マナー】は 10.5 ± 1.5 点から 11.0 ± 1.3 点へ

有意に上昇した。【前向きな思考】は 8.4 ± 2.0 点か

ら 8.5 ± 1.9 点へ上昇したが、有意差は認めなかった

（表５）。

　項目別平均得点を実習初日と実習最終日で比較する
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表３ �協同作業認識尺度の因子別平均得点の変化

表４　協同作業認識尺度の項目別平均得点の変化

表５　日常生活スキル尺度（大学生版）の因子別平均得点の変化
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と、【前向きな思考】以外の下位項目は有意に上昇した。

特に 0.5 ポイント以上上昇した項目は、【リーダーシッ

プ】で「話し合いのときにみんなの意見を１つにまと

めることができる」「自分が行動を起こすことによっ

て、周りの人を動かすことができる」であった。また、

【計画性】で「先を見越して計画を立てることができる」

「課題が出ると、提出期限を自ら決める等工夫をして

やる気を引き出す」「やるべきことをテキパキと片付

けることができる」であった。さらに、【情報要約力】

で「手に入れた情報を使って、より価値の高いもの

（資料等）を生み出せる」「数多くの情報から、本当に

自分に必要な情報を手に入れられる」「多くの情報を

もとに自分の考えをまとめることができる」であった

（表６）。

Ⅶ．考　察　

１．協同作業認識尺度の結果から

　【協同効用】は有意に上昇し、【個人志向】と【互恵

懸念】は有意に低下した。協同作業認識尺度の開発に

おいて【協同効用】を高く評価し、【個人志向】と【互

恵懸念】を低く評価するほど、協同作業に対する認識

が肯定的であると判定されている5）。今回の調査も同

様の結果であり、他の項目に比べて【協同効用】の下

位項目である「能力が高くない人たちでも団結すれば

表６　日常生活スキル尺度（大学生版）の項目別平均得点の変化
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良い結果を出せる」が 0.5 ポイント以上上昇し、【個

人志向】の下位項目である「グループでやると必ず手

抜きをする人がいる」が 0.5 ポイント以上低下した結

果からも、実習のチーム活動による協同作業の体験を

通して学生たちは、協同作業に対する認識を高めたと

考えられる。

　協同作業による学習は競争学習や個別学習に比べて、

学習成績、対人関係、心理的適応、大学への態度の改

善において優れていることが知られている12）。この背

景には、高校までの教育は競争と個別を中心とした教

育が主流であり、それと比較して大学では他者と協力

して学ぶ機会が増えるといった高校と大学の修学シス

テムの違いがある13）。入学間もない学生が、チーム活

動により実習課題を解決し、学びを個人で振り返り、

チームと学年全体で共有する体験をしたことで、競争

と個別を中心とした学習から、協同して学ぶことの認

識を高める機会となったと考えられる。

　また、協同学習について杉江は、「グループ学習が

協同学習ではない」と述べ14）、Jonson, Jonson, & Smith

は、協同的な学習環境を創り出すために、互恵的な相

互依存性・積極的相互作用・グループ目標と個人の責

任の明確化・小集団技能の奨励と訓練・活動の評価の

５つの原理をあげている12）。今回の調査において協同

作業認識尺度の【協同効用】が上昇し、【個人志向】

および【互恵懸念】が低下した結果に、実習構成にお

けるチーム目標の設定と役割分担、チーム活動による

日々の課題解決と振り返りの繰り返しが影響したと

考えられ、「地域包括ケア探索実習」のチーム活動に

は、これら５つの原理が含まれていたのではないかと

示唆される。さらに、大学初年次学生の協同作業認識

得点の変化についての研究では、入学時から学年末で

は時系列方向について統計的に有意な変化は発生しな

い、すなわち高校卒業までの受験という競争的環境か

ら大学という環境に移って一年間経過しても、それだ

けで協同作業認識が大きく変わるものではないと報告

されている15）。入学間もない学生が、「地域包括ケア

探索実習」において単に集団で活動するグループ活動

ではなく、共通の目的の下、チーム活動により実習の

課題を解決したことで、１人では解決できない問題を

チームで解決する協同の価値を実感し、さらに、チー

ム活動により実習の学修成果発表として目的達成を可

視化したことで、１人ではつくれない変化をチームで

生み出す協同を実感できたのではないだろうか。学生

にとって、このようなチーム活動の体験が協同作業に

対する認識を高めた要因であったと考える。

２．日常生活スキル尺度（大学生版）の結果から

　８因子中７因子が有意に上昇した結果から、実習の

チーム活動を通して課題解決を体験したことが、日常

生活スキルの対人スキルと個人的スキルともに向上さ

せた要因と考えられる。0.5 ポイント以上上昇を認め

た因子は、対人スキルである【リーダーシップ】、個

人的スキルである【計画性】と【情報要約力】であった。

島本は、「【計画性】と【情報要約力】が効果的な学習

を促進する」と述べている8）。第 1報で報告した、チー

ム活動が実習目的および目標に対する学修成果を促進

した背景に、日常生活スキルの【計画性】と【情報要

約力】が影響していた可能性も考えられる。

　また、看護大学生のストレス反応と日常生活スキル

の関連を調査した研究では、ストレス反応に影響を及

ぼす日常生活スキルは、個人的スキルの【情報要約力】

であり、看護大学生のストレス低減のために【情報要

約力】を高める必要性を考察している16）。2000 年以

降、大学生の対人関係能力の低下やストレスに対する

耐性の低さ、ストレス対処の不適切さが指摘され、大

学の学生相談室等に寄せられる相談件数は全国的に増

加傾向にあると言われている17）。学生のストレス低減

のために必要とされる【情報要約力】について斎藤

は、「大量に散乱する情報の中から重要なものを選び

出し、秩序立てて再構成する力」と述べている18）。今
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回の調査においても、【情報要約力】の下位項目であ

る「手に入れた情報を使って、より価値の高いもの（資

料等）を生み出せる」「多くの情報をもとに自分の考

えをまとめることができる」が 0.5 ポイント以上上昇

した。実習において提示された＜地域探索＞の課題で

ある地域特性と人びとの暮らし、保健医療福祉機関の

役割と、＜インタビュー調査＞の課題である看護職者

の活動について、事前学習や ICT 利活用、フィール

ド学習から多くの情報を得て課題解決のために情報を

取捨選択し、学修成果発表にむけてチームで話し合い、

ポスターや発表抄録を作成することで、秩序立てて情

報を整理し、看護の対象である地域で生活する人びと

と環境、人びとを支える保健医療福祉分野での看護職

者の活動について理解するという、「地域包括ケア探

索実習」の目的達成を促進したと考えられる。実習の

チーム活動は、実習での課題解決というストレスに対

処する能力の向上にもつながった。

Ⅷ．本研究の限界と今後の課題

　本研究は、2022 年度カリキュラムにおいて新設し

た地域包括ケア探索実習のチーム活動により、学生の

協同作業認識と日常生活スキルがどのように変化した

かを明らかにするための単年度調査であり、一集団の

調査である。また、担当教員によるチーム活動の説明

や、チーム活動実施者と調査者が同じことによる調査

結果へのバイアスも否めない。そのため本調査結果を

一般化することには限界があり、次年度以降も同様の

調査を重ねることや、チーム活動を伴わない実習との

比較も行い、教育効果を検証していく必要がある。

Ⅸ．結　論

　2022 年度カリキュラムで新設した「地域包括ケア

探索実習」において、チーム活動による実習前後の学

生の協同作業に対する認識と日常生活スキルの変化に

ついて、協同作業認識尺度と日常生活スキル尺度（大

学生版）を用いてアンケート調査を実施した。協同作

業認識尺度の仲間と共に作業することによる有効性を

示す【協同効用】は有意に上昇し、仲間との協同を回

避し一人での作業を好む【個人志向】と、協同作業か

ら得られる恩恵は人によって異なることを示す【互恵

懸念】は有意に低下した結果から、実習前後で学生の

協同作業に対する認識の向上が認められた。また、日

常生活スキル尺度（大学生版）では８因子中、【前向

きな思考】以外の７因子が有意に上昇した結果から、

実習前後で学生の日常生活スキルの向上が認められた。

特に、0.5 ポイント以上上昇を認めた因子は、対人ス

キルである【リーダーシップ】、個人的スキルである

【計画性】と【情報要約力】であった。「地域包括ケア

探索実習」の前後で、学生の協同作業に対する認識と

日常生活スキルが向上した背景に、実習構成における

課題解決型のチーム活動が影響したと示唆される。
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